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５
月
１
日
開
催
の
農
業
委
員
会

の
初
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
農
業

委
員
会
会
長
と
い
う
大
変
な
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
三
条
市
の
農
業
発
展
の
た
め
、
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
の
日
本
の
農
業
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
・
担
い
手
不
足
と
、
そ
れ
ら
に
伴
う
遊
休
農
地
や
耕

作
放
棄
地
の
拡
大
等
の
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
市
町
村
は

令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に
地
域
の
将
来
の
農
業
の
あ
り

方
を
示
す
地
域
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
、

将
来
の
目
標
等
を
記
載
し
た
計
画
書
と
、
農
地
の
集

積
・
集
約
目
標
を
図
面
化
し
た
目
標
地
図
を
作
成
し
公

表
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
で
は
５
月
１
日
か
ら
新
体
制
と
な
り
18

名
の
農
業
委
員
と
18
名
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
一
致
協
力
し
て
、
事
務
局
と
関
係
機
関
と
相
互
に
連

携
し
協
力
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
法
案
等

が
令
和
６
年
５
月
29
日
に
成
立
し
、
食
料
安
全
保
障
や

食
料
の
安
定
供
給
を
実
現
す
る
た
め
、
農
地
の
確
保
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業
資
材
等
の

高
騰
な
ど
大
変
な
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
業
委
員

会
で
は
新
た
な
担
い
手
の
確
保
と
新
規
就
農
者
の
参
入

を
促
進
し
農
業
者
の
信
頼
に
応
え
、
未
来
の
子
供
た
ち

へ
優
良
な
農
地
を
残
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

�

三
条
市
農
業
委
員
会�

会
長

�

桒

原

一

郎

４校
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農業委員・農地利用最適化推進委員の紹介

会　　長　 桒 原 一 郎
会長代理　 井 上 利 弥
農政対策部会
　部 会 長　 吉 田 　 昇
　部会長代理　 志 田 洋 一
　　　　　　 鈴 木 範 男
第１調査部会
　部 会 長　 山 屋 和 徳
　部会長代理　 五十嵐　弘　作

第２調査部会
　部 会 長　 山 倉 　 広
　部会長代理　 岡　﨑　耕一郎
第３調査部会
　部 会 長　 小 池 秀 一
　部会長代理　 笹 岡 大 介
農業委員会だより編集委員会
　委 員 長　 飛 岡 雅 史
　副委員長　 瀨　高　栄津子
　　　　　　 若 林 昌 広

農業者年金加入推進部
　部 長　 佐 藤 直 人
　　　　　　 山 嵜 哲 矢
　　　　　　 早 川 直 子
　副 部 長　 青 木 誠 一
　　　　　　 小 師 栄 一
　　　　　　 堀 江 義 栄

※（　）内は住所

（三条地域）
担当委員 担　　当　　地　　域

新飯田雅樹（推） 嘉坪川・荒町・石上・栗林１・栗林２・上田島・東三条・北中・興野・一ノ木戸・裏館・新光
井上　利弥（農） 四日町・島田・西本成寺１～西本成寺３・東新保・曲渕・北新保・南新保・直江町
五十嵐弘作（農） 塚野目１～塚野目８
青木　誠一（推） 柳場・須戸・柳川１～柳川４・三貫地
北澤　正之（推） 鶴田１～鶴田３・下谷地・敦田
田邉　健一（農） 井栗西部１～井栗西部４・井栗中部１～井栗中部３・井栗東部１～井栗東部３・西潟・牛ヶ島・三柳・北野・白山
駒形　　徹（推） 五明・東本成寺・土場・西中・下新田・片口・新保・枝郷・緑ヶ丘
山倉　　広（農） 月岡・如法寺・諏訪
中澤伸一郎（推） 西鱈田・吉田・長嶺
佐藤　直人（農） 東鱈田・金子・袋・南入蔵・入蔵
飛岡　雅史（農） 東明寺・中東・田中・合屋・上野原・三竹・下坂井・北入蔵・麻布・篭場・中新・漆島・西大崎
渡辺　秀人（推） 向ヒ村・高田・成沢道上面・布施谷・布施和田・二ツ山・本所・中村・中央・赤坂宮ノ浦
平松　広之（推） 上須頃上・上須頃東・上須頃中・上須頃下・下須頃上・下須頃下
志田　洋一（農） 大島１～大島３・荻島上・荻島下・代官島上・代官島中・代官島下・井戸場

（栄地域）
担当委員 担　　当　　地　　域

山嵜　哲矢（推） 小古瀬・中島・千把野新田・渡前・善久寺・芹山・中曽根新田
鈴木　範男（農） 尾崎・鬼木新田・鬼木・岡野新田瀨高栄津子（農）
丸山　由夫（推） 貝喰新田・今井・今井野新田・泉新田
桒原　一郎（農） 猪子場新田・一ツ屋敷新田・福島甲・福島丙
髙山　弘則（推） 新堀・福島乙・東光寺・若宮新田
小出　和哉（推） 北潟・小滝・高安寺・大面・矢田
小池　秀一（農） 茅原・吉野屋・蔵内・安代
岡﨑耕一郎（推） 前谷内・帯織
小師　栄一（農） 山王・岩淵・戸口・栄荻島

（下田地域）
担当委員 担　　当　　地　　域

川上　利男（推） 楢山・花渕・上組・中組・下組・中野原・荻堀上・荻掘下
山屋　和徳（農） 長沢・原上・原下・桑切・大沢・笹巻・福沢
笹岡　大介（農） 駒込上・駒込中・駒込下・広手・大平
山谷　秀昭（推） 高屋敷・滝谷・島潟・福岡・高岡・下大浦・馬場・上大浦
小林　克洋（推） 遅場・葎谷・濁沢・早水・牛野尾・長野
坂井　浩行（農） 名下・栗山・塩野渕・笠堀・大谷地・南五百川・北五百川・院内
佐々木一光（推） 棚鱗・荒沢・小長沢
吉田　　昇（農） 森町・田屋
早川　直子（農） 庭月・八木前
堀江　義栄（推） 曲谷・上飯田・中飯田・下飯田・鹿峠・小外谷
若林　昌広（推） 南中・島川原・江口
熊倉　　睦（農） 新屋・牛ヶ首・落合・上谷地・蝶名林・中浦・鹿熊

※（農）は農業委員、（推）は農地利用最適化推進委員

農業委員・農地利用最適化推進委員の担当地域表農業委員・農地利用最適化推進委員の担当地域表

川
かわ

上
かみ

利
とし

男
お

（楢山）
佐
さ

々
さ

木
き

 一
かず

光
みつ

（棚鱗）
小
こ

林
ばやし

克
かつ

洋
み

（濁沢）

山
やま

谷
たに

秀
ひで

昭
あき

（下大浦）
堀
ほり

江
え

義
よし

栄
えい

（曲谷）
若
わか

林
ばやし

昌
まさ

広
ひろ

（南中）
吉
よし

田
だ

　 昇
のぼる

（森町）
熊
くま

倉
くら

　 睦
むつみ

（新屋）

青
あお

木
き

誠
せい

一
いち

（柳場新田）
北
きた

澤
ざわ

正
まさ

之
ゆき

（鶴田3丁目）
駒
こま

形
がた

　 徹
とおる

（五明）

中
なか

澤
ざわ

 伸
しん

一
いち

郎
ろう

（西鱈田）
平
ひら

松
まつ

広
ひろ

之
ゆき

（下須頃）
新
に

飯
い

田
だ

 雅
まさ

樹
き

（嘉坪川1丁目）

渡
わた

辺
なべ

秀
ひで

人
と

（柳沢）

三
条
地
域

三
条
地
域

山
やま

倉
くら

　 広
ひろし

（月岡4丁目）
佐
さ

藤
とう

直
なお

人
と

（東鱈田）

五
い か ら し

十嵐 弘
こう

作
さく

（塚野目6丁目）
井
いの

上
うえ

利
とし

弥
み

（北四日町）

田
た

邉
なべ

健
けん

一
いち

（井栗3丁目）

志
し

田
だ

洋
よう

一
いち

（井戸場）

飛
とび

岡
おか

雅
まさ

史
し

（上保内）

農地利用最適化推進委員農業委員

下
田
地
域

下
田
地
域

山
やま

屋
や

和
かず

徳
のり

（長沢）
早
はや

川
かわ

直
なお

子
こ

（庭月）

笹
ささ

岡
おか

大
だい

介
すけ

（駒込）

坂
さか

井
い

浩
ひろ

行
ゆき

（名下）

山
やま

嵜
ざき

哲
てつ

矢
や

（渡前）
丸
まる

山
やま

由
よし

夫
お

（貝喰新田）

髙
たか

山
やま

弘
ひろ

則
のり

（新堀）
小
こ

出
いで

和
かず

哉
や

（北潟）
岡
おか

﨑
ざき

 耕
こう

一
いち

郎
ろう

（前谷内）

鈴
すず

木
き

範
のり

男
お

（尾崎）

瀨
せ

高
たか

 栄
え

津
つ

子
こ

（尾崎）
小
こ

池
いけ

秀
しゅう

一
いち

（茅原）

小
こ

師
もろ

栄
えい

一
いち

（山王）

桒
くわ

原
ばら

一
いち

郎
ろう

（猪子場新田）
栄
地
域

栄
地
域

４校 ４校
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Ⅰ
　
基
本
方
針

　
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
農
業

者
の
高
齢
化
・
減
少
の
進
展
、
集
落
機
能
や

地
域
経
済
力
の
減
退
、
担
い
手
不
足
・
耕
作

放
棄
地
の
増
加
に
よ
る
農
業
生
産
基
盤
の
縮

小
、
米
需
要
の
減
少
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
気
候

変
動
に
よ
る
食
糧
生
産
の
不
安
定
化
、
自
然

災
害
や
円
安
に
よ
る
資
材
の
高
騰
な
ど
、
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、「
農
地
を
守

る
」「
担
い
手
の
育
成
・
確
保
」
と
い
っ
た

農
業
委
員
会
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
お
り
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
農
業
者

の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
強
く
自
覚
し
、
公

平
・
公
正
で
、
開
か
れ
た
三
条
市
農
業
委
員

会
と
し
て
農
地
法
等
に
基
づ
く
業
務
を
執
行

す
る
。

　
加
え
て
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
「
地
域

計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
農
業
委
員
会
は
意

向
調
査
に
よ
り
農
地
の
「
出
し
手
」「
受
け

手
」
な
ど
地
域
の
実
情
を
把
握
し
「
目
標
地

図
素
案
」
を
策
定
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
地
域
計
画
」
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
の
農
政
部
局
等
と

連
携
し
、
地
域
の
話
合
い
に
積
極
的
に
関
わ

る
な
ど
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
図
る
。

　
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
業
・
農
村

現
場
に
密
着
し
た
「
目
に
見
え
る
活
動
」
を

実
践
し
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
〝
向
日
葵
〟

等
に
よ
り
有
益
な
情
報
発
信
を
行
な
う
と
と

も
に
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、
農
地
等
の
農

業
上
の
利
用
の
確
保
、
経
営
規
模
拡
大
、
集

団
化
、
新
規
参
入
の
促
進
な
ど
「
農
地
利
用

の
最
適
化
」
を
図
り
、
地
域
農
業
の
持
続
的

な
発
展
を
推
進
し
、
農
業
者
の
信
頼
と
期
待

に
応
え
て
い
く
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
活

動
す
る
。

Ⅱ
　
事
業
計
画

　
１
　
会
議
等

⑴
　
定
例
総
会

　
　
　
毎
月
１
回
開
催

⑵
　
臨
時
総
会

　
　
　
必
要
に
応
じ
て
開
催

⑶
　
調
査
部
会

　
　
　�

定
例
は
毎
月
１
回
、
そ
の
他
必

要
に
応
じ
て
開
催

⑷
　
農
政
対
策
部
会

　
　
　
必
要
に
応
じ
て
開
催

⑸
　
特
別
調
査
部
会

　
　
　
必
要
に
応
じ
て
開
催

⑹
　
作
況
調
査
検
討
会

　
　
　
１
回
開
催

⑺
　
和
解
の
仲
介
委
員
会

　
　
　
必
要
に
応
じ
て
開
催

　
２
　
研
修
会
・
講
演
会
の
開
催

　
　�

　
農
業
委
員
会
活
動
の
活
性
化
と
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
次
に
よ
り
研

修
会
等
を
開
催
す
る
。

⑴�

　
南
蒲
原
農
業
委
員
会
協
議
会
と
共

催
で
、
研
修
会
・
講
演
会
を
開
催
す

る
。

⑵�

　
定
例
総
会
終
了
後
、
必
要
に
応
じ

委
員
・
推
進
委
員
研
修
会
を
開
催
す

る
。

　
３
　
視
察
研
修
の
開
催

　
　�

　
農
業
委
員
会
活
動
の
活
性
化
と
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
次
に
よ
り
視

察
研
修
を
開
催
す
る
。

⑴�

　
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
先
進
地
視
察
研
修�

１
回

⑵
　
一
日
研
修�

１
回

　
４
　�

農
地
制
度
に
基
づ
く
権
利
移
動
及
び

転
用
の
規
制
、
利
用
関
係
の
調
整
等

の
推
進

　
　�

　
農
地
法
等
を
遵
守
し
「
農
地
の
効
率

的
な
利
用
」「
優
良
農
地
の
確
保
」
等

の
農
地
制
度
の
基
本
的
な
考
え
に
基
づ

き
、
資
産
目
的
等
で
の
農
地
の
権
利
移

動
や
農
業
上
の
利
用
に
支
障
と
な
る
転

用
を
規
制
し
、
効
率
的
に
農
地
を
利
用

す
る
者
へ
の
農
地
の
権
利
移
動
に
つ
い

て
の
調
整
等
を
行
う
。

⑴�

　
農
地
の
権
利
移
動
を
調
整
し
、
全

部
効
率
的
利
用
、
農
作
業
常
時
従
事

や
地
域
と
の
調
和
等
の
全
て
の
許
可

要
件
を
満
た
す
か
を
審
議

⑵�

　
農
地
転
用
は
、
立
地
基
準
、
一
般

基
準
の
全
て
の
許
可
要
件
を
満
た
す

か
を
審
議

⑶�

　
無
断
転
用
防
止
と
遊
休
農
地（
耕

作
放
棄
地
）
防
止
・
解
消
に
向
け
た

活
動

⑷�

　
農
地
政
策
見
直
し
に
つ
い
て
は
農

地
制
度
の
根
幹
の
維
持
を
求
め
る
活

動

　
５
　
農
政
対
策
の
推
進

　
　�

　
農
業
所
得
の
向
上
な
ど
地
域
農
業
の

持
続
的
発
展
の
た
め
、
関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
次
の
活
動
を
実
施
す
る
。

⑴�

　
農
業
者
の
立
場
に
立
っ
た
建
議
、

意
見
公
表
、
要
望
活
動
の
実
施

⑵
　
農
林
関
係
予
算
の
確
保
対
策

⑶
　
担
い
手
（
法
人
含
む
）
確
保
・
育

成
に
向
け
た
取
組

⑷�

　
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
と
安
全
・

安
心
な
農
業
の
振
興

⑸�

　
地
産
地
消
活
動
及
び
食
農
教
育
の

推
進

⑹�

　
農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に
関
す

る
取
組

⑺
　
そ
の
他
必
要
な
取
組

　
６
　
農
地
銀
行
活
動
事
業
の
推
進

　
　�

　
農
業
の
担
い
手
に
対
し
て
利
用
権
等

を
集
積
し
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
農
地
銀
行
活
動
事

業
を
推
進
す
る
。
特
に
新
規
の
利
用
権

設
定
の
た
め
の
掘
り
起
こ
し
や
相
談
活

動
を
強
化
す
る
も
の
と
す
る
。

　
７
　
情
報
発
信
の
推
進

　
　�

　
農
業
者
に
有
益
な
情
報
発
信
を
推
進

す
る
た
め
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会
で
検
討
し
年
２
回
発
行
す
る
。

　
８
　
農
業
者
年
金
制
度
の
推
進

　
　�

　
加
入
推
進
部
長
を
中
心
と
し
て
農
業

者
年
金
の
普
及
拡
大
を
図
る
た
め
、
次

の
事
業
を
行
う
。

⑴�

　
新
農
業
者
年
金
制
度
の
普
及
と
定

着
⑵�

　
新
農
業
者
年
金
加
入
者
の
拡
大
及

び
目
標
の
達
成

⑶
　
年
金
相
談
活
動
の
充
実

⑷�

　
新
規
受
給
者
を
対
象
と
し
た
研
修

会
の
開
催

９
　
「
全
国
農
業
新
聞
」
等
の
普
及
拡
大

　
　�

　
全
国
農
業
会
議
所
が
発
行
す
る
「
全

国
農
業
新
聞
」
及
び
「
全
国
農
業
図

書
」
の
普
及
拡
大
に
努
め
、
農
業
者
へ

の
的
確
な
情
報
提
供
活
動
を
推
進
す
る
。

三条市農業委員会事業計画三条市農業委員会事業計画令和６年度
 

 

 

 

一般的に利用されている農地の貸し借りの契約には①・②がありますが

令和７年４月１日以降は①の手続が廃止となります。 

 

①① 利用権設定等促進事業（通称：相対契約） 

※所有者と耕作者の契約 

 

 

 

 

 

 

②② 農地中間管理事業（通称：農地バンク） 

※所有者と耕作者の間に「農地中間管理機構」が入った契約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※新規の利用権設定・更新の手続ともに可能です。 

※現在契約中の貸し借りは期間満了まで有効です。 

 

 

・賃借料の支払いは口口座座振振替替ののみみです。 

　(お米などの現物で納めることができません。) 
・賃貸借契約の場合、所有者・耕作者ともに手手数数料料がが発発生生します。

 
所有者

 
耕作者

農地中間管理機構 
(農地バンク)

農地の貸付 農地の貸付

賃料（お金のみ） 賃料（お金のみ）

 
所有者

 
耕作者

農地の貸付

賃料（お金・現物）

令和７年３月 10日まではは相相対対契契約約がが利利用用ででききまますす！！

令令和和７７年年４４月月１１日日以以降降 

廃止！

４校 ４校
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農業への挑戦農業への挑戦

渡
邉
賢
司
　三
条

　
造
園
や
庭
木
の
産
地
と
し
て
発
展
し
て
き

た
保
内
地
域
で
、
お
米
の
栽
培
を
し
て
い
る

渡
邉
賢
司
さ
ん
（
47
歳
）
を
訪
ね
ま
し
た
。

Ｑ
　
い
つ
か
ら
就
農
し
た
の
で
す
か
？

Ａ
　
県
外
や
他
の
産
業
の
職
務
を
経
験
し
、

12
年
前
に
就
農
し
ま
し
た
。
父
の
指
導
や
地

域
の
先
輩
か
ら
の
助
言
を
受
け
、
家
族
経
営

で
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
稲
を
作
付
け
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
　
知
見
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
米
作
り
に

不
安
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
？

Ａ
　
米
が
儲
か
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
す
が
、

実
際
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
不
安
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
始
め
て
み
て
か
ら
が
大
変

で
し
た
。
最
初
は
水
稲
の
整
理
や
作
業
手
順

を
覚
え
る
の
に
必
死
で
し
た
。
今
で
は
、
近

年
の
気
象
変
動
の
中
で
も
安
定
し
て
収
穫
で

き
る
よ
う
に
、
こ
し
い
ぶ
き
や
コ
シ
ヒ
カ
リ

等
多
品
種
を
栽
培
し
、
早
期
収
穫
と
丁
寧
な

乾
燥
調
整
に
特
に
気
を
遣
う
必
要
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
少
し
コ
ツ
を
つ
か
ん
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
地
域
農
業
に
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

Ａ
　
地
域
内
の

担
い
手
が
少
な

い
状
況
の
中
で
、

農
作
業
を
委
託

す
る
方
が
増
え
、

現
役
の
担
い
手

に
集
中
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

高
齢
化
や
規
模
拡
大
に
よ
る
設
備
投
資
を
考

え
る
と
、
手
間
の
か
か
る
水
田
の
作
業
委
託

は
嫌
が
ら
れ
、
受
け
手
が
い
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
水
田
が
年
々
増
え
、
耕
作
放
棄
地
と

な
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
高
温
と
乾
燥
は
、
稲
の
生
育
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
収
穫
量
や
品
質
が
低
下
し
ま

し
た
。
我
が
地
域
も
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
、

収
穫
量
や
品
質
に
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
特

に
下
保
内
は
酷
く
、
圃
場
整
備
等
で
改
善
し

て
も
ら
え
れ
ば
良
い
の
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
何
で
す
か
？

Ａ
　
「
今
あ
る
農
地
は
、
先
人
が
血
の
に
じ

む
努
力
を
重
ね
原
野
を
開
墾
し
て
き
た
こ
と

か
ら
、
次
の
世
代
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
義
務
を
負
っ
て
い
る
。」
と
の
父
の
教
え

を
守
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
渡
邉
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
地
域

の
伝
統
的
な
技
術
や
知
識
を
守
り
、
次
世
代

へ
伝
え
る
事
に
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

　
素
直
に
、
当
た
り
前
の
事
を
、
当
た
り
前

に
す
る
事
の
大
事
さ
が
、
今
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
郷
土
愛
か
ら
地
域
農
業
の
担
い
手
へ

と
舵
を
と
り
、
少
し
控
え
め
に
、
考
え
な
が

ら
、
お
米
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢
を

応
援
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
田
邉
）

川
通
ど
れ
み
保
育
園
と
の
交
流

　栄

　
私
の
自
宅
の
近
く
に
は
、
川
通
ど
れ
み
保

育
園
が
あ
り

ま
す
。
園
児

た
ち
の
に
ぎ

や
か
な
声
が

い
つ
も
聞
こ

え
、
毎
日
元

気
を
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
令
和
２
年
１
月
頃
か

ら
声
が
聞
こ
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
自
宅
で
は
３
０
０
本
近
く
の
イ
チ
ゴ
を
栽

培
し
て
い
ま
す
が
、
感
染
症
が
５
類
に
移
行

す
る
前
の
令
和
４
年
に
、
真
っ
赤
に
熟
し
た

イ
チ
ゴ
を
摘
ん
で
保
育
園
に
持
参
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
保
育
士
の
方
に
「
み
ん
な
で
イ
チ

ゴ
狩
り
に
来
ま
せ
ん
か
？
」
と
声
が
け
を
し

た
と
こ
ろ
、
年
中
・
年
長
の
園
児
が
全
員
マ

ス
ク
を
し
て
イ
チ
ゴ
狩
り
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
毎
年
園

児
が
イ
チ
ゴ
狩
り
に
訪
れ
、
３
年
が
経
過
し

ま
し
た
。「
わ
ぁ
か
わ
い
い
」「
甘
い
ね
」「
で
っ

か
い
よ
」
と
園
児
た
ち
の
歓
声
が
上
が
り
、

そ
の
姿
を
見
て
い
る
と
本
当
に
癒
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
、
年
長
の
園
児
が
親
子
で
笹
団
子

づ
く
り
を
し
た
、
と
言
っ
て
笹
団
子
を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ア
ン
コ
が
飛
び

出
た
も
の
や
、
す
げ
紐
が
う
ま
く
結
ば
れ
て

い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
子
供
達
の

小
さ
な
手
で
一
生
懸
命
に
作
っ
た
こ
と
を
思

う
と
美
味
し
さ
が
倍
増
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
宝
で
あ
る
園
児
た
ち

か
ら
元
気
を
も
ら
い
、
関
わ
り
続
け
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
瀨
高
）

道
の
駅
漢
学
の
里
し
た
だ

農
産
物
直
売
所「
彩
遊
記
」
　下
田

　
米
は
も
ち
ろ
ん
、
新
鮮
な
季
節
の
野
菜
、

山
菜
が
手
に
入
る
道
の
駅
漢
学
の
里
し
た
だ

の
農
産
物
直
売
所
「
彩
遊
記
」
を
訪
れ
、
駅

長
の
渡
邉
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
は
平
成
25
年
、
商
品
が
全
く
無

い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
現
在
は
１
３
０
軒
ほ
ど

の
契
約
農
家
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
笹

団
子
を
は
じ
め
各
種
ス
イ
ー
ツ
を
販
売
す
る

ほ
か
、
漬
物
等
を
作
る
様
子
も
見
ら
れ
る
食

品
加
工
所
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
産
地
消
を
推
進
し
、
お
客
様
と
生
産

者
と
の
交
流
の
場
を
提
供
し
ま
す
」
と
の
コ

ン
セ
プ
ト
の
と
お
り
、
朝
９
時
の
開
店
時
か

ら
取
れ
た
て
の
野
菜
を
陳
列
棚
に
並
べ
る
契

約
農
家
と
そ
れ
を
求
め
る
お
客
様
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。
私
も
そ
う
い
う
客
の
一
人
で
す
。

　
「
興
味
の
あ
る
農
家
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
契
約

を
結
ん
で
ほ
し
い
」
と
渡
邉
さ
ん
は
仰
っ
て

い
ま
し
た
。
数
年
の
う
ち
に
は
国
道
２
８
９

号
線
が
開
通
し
今
以
上
に
賑
わ
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
お
忙
し
い
中
お
話
を
聞
か
せ
い
た

だ
い
た
渡
邉

駅
長
、
佐
野

下
田
郷
開
発

統
括
事
業
部

長
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

�

（
若
林
）

詳しくは、三条市農業委員会事務局までお問い合わせください。
電話：0256-34-5635（直通）

４校 ４校
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三
条

市
農

業
委

員
会

編
集

・
発

行
〒

955-8686　
三

条
市

旭
町

二
丁

目
３

番
１

号
電

話（
34）5635（

直
通

）
 FA

X（
33）7250

E
メ

ー
ル

　
nouij@

city.sanjo.niigata.jp
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
https://w

w
w

.city.sanjo.niigata.jp

三条市LINE公式アカウント

友だち募集中
＠sanjo-city

安全情報や暮らしの情報を配信中！

編 集 後 記
　今期から３年間、農業委員及び本誌『向日葵』の編集委員長となりました。すべてにおいて初めて
のことばかりですが、諸先輩方や事務局の指導のもと、日々一つずつ学び少しでも早く戦力になれる
よう力を尽して業務に努めてまいります。
　なお、『向日葵』は私を含め編集委員９名と事務局で編集し、三条市の農業や農業委員会の活動な
ど、農家の皆様に必要な情報を掲載しております。
　より一層有意義な内容にするべく編集委員一同努力してまいりますので、ご意見等がございました
ら事務局までご連絡くださるようお願いいたします。
� （飛岡）

委員長　飛岡　雅史　　副委員長　瀨高栄津子　　若林　昌広　　　　　　　　　　　　　　　　
委　員　田邉　健一　　小出　和哉　　小林　克洋　　佐々木一光　　丸山　由夫　　渡辺　秀人

申請書の締切日は毎月10日です

　農地の売買や貸借、転用の許可申請などの締切りは、
毎月10日です。（10日が休日の場合は直前の市役所開庁
日となります）。

農地の売買、貸借などの締切日
　農地法第３条、４条、５条、基盤強化法関係

９月10日㈫　10月10日㈭　11月８日㈮　12月10日㈫

１月10日㈮　２月10日㈪　３月10日㈪　　　

総　会　開　催　日
９月30日㈪　10月31日㈭　11月29日㈮　12月26日㈭

１月31日㈮　２月28日㈮　３月28日㈮

発行日　毎週金曜日（月４回）
購読料　月額700円（送料・税込）
申込先　農業委員会事務局
　　　　電話：34-5635　　　　
　　　　�（毎月15日までの申込みで、

翌月から送付いたします。）

　農業委員会による農地パトロール（農地利用状況調査）
を実施しています。農地の利用促進につなげるための情報
収集を目的に、７月から管内の全農地を対象に、遊休農地
はないか（耕作放棄をして農地が荒れていないか）、農地
の違反転用はな
いか、不法投棄
がないか等の調
査を実施してい
ます。

農地パトロール（農地利用状況調査）農地パトロール（農地利用状況調査）
を実施中です！を実施中です！

４校


